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債権回収業務の取組の実例

1. 生活一時資金貸付金（東京都江戸川区の事例）

2. 奨学資金貸付金（東京都品川区の事例）

3. 住宅使用料（東京都都市整備局の事例）

4. その他の公金債権の回収案件

5. メール相談（東京弁護士会自治体等法務研究部）
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 江戸川区生活一時資金貸付金・品川区奨学資金貸付金に
共通

 原則

催告→訴訟提起→強制執行
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催告状送付



江戸川区生活一時資金貸付金・奨学金共通

5

チェックマン

事務局

分割合意

債務者から連絡あり

合意できない

各担当弁護士

督促状送付

面談報告書

面談カード（PDF）

分納申請書（PDF）

をメールで送る。

面 談

報告書、チェック意見書、資料を送付す

る

相当意見になるまで議論

催告状送付



江戸川区生活一時資金貸付金・奨学金共通
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強制執行申立

和解申し入れ

和解成立

各債務者

分納不履行

連絡なし、不出頭

判決取得

訴訟提起

納付書送付



江戸川区生活一時資金貸付金（取組と概要）
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１ 事件受任までの取組

（１）平成１７年９月 債権管理に関する職員研修
（２）平成１７年１０月 債権管理条例の制定
（３）平成１８年５月 債権管理マニュアルの策定

→ 資料１ 参照

２ 事件受任件数 （合計 ３２１０件）

平成１９年度 １００件
平成２０年度 ２００件
平成２１年度 １０００件
平成２２年度 １００２件
平成２３年度 ７０５件
平成２４年度 ２０３件



江戸川区生活一時資金貸付金（実績H19）
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江戸川区生活一時資金貸付金（実績H20）
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江戸川区生活一時資金貸付金（実績H21）
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